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6
月
定
例
会

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

　
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
６

日
か
ら
24
日
ま
で
19
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
ま
ず
、
全
国
市
議
会
議
長

会
か
ら
永
年
勤
続
の
功
績
を
た
た

え
、
２
名
が
表
彰
を
受
け
、
続
い
て

請
願
第
２
号
「
給
付
型
奨
学
金
制
度

の
導
入
・
拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
請
願
書
」
を
総
務
委
員
会
に
付
託

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員
と
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
を
そ

れ
ぞ
れ
行
い
、
髙
木
議
員
と
多
田
議

員
を
選
出
し
、
ま
た
、
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任
と
監
査
委
員
（
議
員
選

出
）
の
選
任
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

同
意
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
案
第
55
号
か
ら
57
号
ま

で
を
議
題
と
し
て
、
市
長
か
ら
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
、
同
じ
く
議
員

提
出
議
案
第
２
号
が
提
案
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託

し
ま
し
た
。

　
９
日
は
、
議
案
第
55
号
か
ら
57
号

ま
で
と
議
員
提
出
議
案
第
２
号
に
つ

い
て
１
名
が
質
疑
を
行
っ
た
後
、
所

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し

た
。

　
10
日
、
13
日
、
14
日
、
16
日
は
、

市
政
全
般
に
つ
い
て
、
18
名
が
一
般

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
は
生
活
環
境
と
都
市

経
済
が
17
日
に
、
総
務
委
員
会
が
20

日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
議
案
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
24
日
の
最
終
日
は
、
各
常
任
委
員

長
か
ら
委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議

案
と
請
願
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
承
認
、
議
員

提
出
議
案
は
否
決
、
請
願
は
不
採
択

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
議
員
が
議
員
提
出
議
案
に
つ
い

て
賛
成
討
論
を
行
い
、
１
議
員
が
請

願
の
採
択
を
求
め
る
討
論
を
行
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
分
離
し
て
採
決
し
、

議
員
提
出
議
案
第
２
号
を
否
決
、
請

願
を
不
採
択
と
し
、
残
り
の
議
案
は

原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
諮
問
第
２
号
「
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
の
推
薦
」
に
つ
い
て

原
案
を
同
意
し
、
最
後
に
議
員
派
遣

に
つ
い
て
可
決
し
、
今
期
定
例
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

次
回
定
例
会
は

９
月
上
旬
に
開

会
予
定
で
す
。

ご案内 永
年
勤
続
2
名
に

表
彰
状
を
伝
達

人
事
案
件

　

今
期
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
人
事

案
件
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▼
公
平
委
員
会
委
員

　

仲
多
度
郡
多
度
津
町　
　
吉
田
清
志

▼
監
査
委
員
（
議
員
選
出
）

　

土
器
町
東
七
丁
目　
　
　
片
山
圭
之

▼
人
権
擁
護
委
員

　

川
西
町
北　
　
　
　
　
　
松
岡
靜
男

　

塩
屋
町
五
丁
目　
　
　
　
倉
本
清
一

　

土
器
町
西
三
丁
目　
　
　
織
田　

博

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員
の
変
更

　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
92
回
定
期

総
会
に
お
い
て
、
永
年
勤
続
者
と
し

て
本
市
議
会
よ
り
２
名
の
議
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
期
定
例
会

で
表
彰
状
を
伝
達
し
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

《
議
員
在
職
25
年
》　

三
木　

ま
り

《
議
長
在
職
４
年
》　

髙
木　

新
仁

県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

の
変
更

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
）
松
永　

恭
二

　
　
　
　
　
　
　
（
新
）
多
田　

光
廣

　
　
　
　
　
　
　
（
新
）
髙
木　

新
仁

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
）
松
永　

恭
二

　
　
　
　
　
　
　
（
新
）
多
田　

光
廣



議
案
の
内
容・質
疑

2016.8 ❸ No.62

▼
議
案
第
55
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

市
土
地
開
発
公
社
が
昭
和
町
地
先

埋
立
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
事
業

資
金
を
借
り
入
れ
る
に
当
た
り
、
そ

の
債
務
を
保
証
す
る
た
め
、
債
務
負

担
行
為
を
追
加
し
後
年
度
に
わ
た
る

負
担
の
限
度
額
を
定
め
る
も
の

▼
議
案
第
56
号　

消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害

補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

▼
議
案
第
57
号　

城
西
ポ
ン
プ
場
長

寿
命
化
工
事
の
委
託
協
定
締
結

　

地
方
共
同
法
人
日
本
下
水
道
事
業

団
を
相
手
方
と
し
、
建

設
工
事
委
託
に
関
す
る

仮
協
定
を
５
月
６
日
に

締
結
し
た
の
で
、
条
例

の
規
定
に
基
づ
き
、
議

決
を
求
め
る
も
の

▼
議
案
第
58
号　

公
平

委
員
会
委
員
選
任
の
同

意
　

委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
吉
田
清
志
氏
を
再
任
す
る
た

め
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

▼
議
案
第
59
号　

監
査
委
員
（
議
員

選
出
）
選
任
の
同
意

　

国
方
功
夫
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
片

山
圭
之
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

▼
諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
松
岡

靜
男
氏
、
倉
本
清
一
氏
、
織
田
博
氏

を
推
薦
す
る
に
当
た
り
、
議
会
の
意

見
を
求
め
る
も
の

▼
議
員
提
出
議
案
第
２
号　

議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
※
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

議
員
が
会
議
に
出
席
し
た
場
合
の

費
用
弁
償
に
つ
い
て
、
交
通
費
の
み

を
支
給
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ

の
額
を
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
に
支

給
さ
れ
る
通
勤
加
算
報
酬
額
に
準
じ

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
議
員
派
遣
第
２
号　

議
員
派
遣
に

つ
い
て

　

議
員
派
遣
に
つ
い
て
、
議
決
を
得

る
も
の

▼
請
願
第
２
号　

給
付
型
奨
学
金
制

度
の
導
入
・
拡
充
と
教
育
費
負
担
の

軽
減
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
請
願
書

　

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

質
疑
質
疑
質
疑質問

者
・
項
目

太
字
の
項
目
は
要
約
文
を
掲
載

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正 中

谷
真
裕
美

議
員
の
費
用
弁
償

廃
止
に
し
な
い
の
か

　

中
谷
議
員　

議
員
の
議
会
へ
の
出

席
に
係
る
費
用
弁
償
を
、
な
ぜ
全
額

廃
止
と
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

よ
り
実
態
に
即
し
た
支
給
と
す
る
方

法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

藤
田
議
員　

こ
れ
ま
で
議
会
内
で

廃
止
に
向
け
て
提
案
し
、
議
論
し
て

き
た
が
、
一
致
を
見
ず
結
論
が
で
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
実
費
相
当
額
の
費

用
弁
償
な
ら
ば
議
員
各
位
の
賛
同
を

得
ら
れ
る
と
確
信
し
提
案
し
た
。
ま

た
、
完
全
実
費
が
費
用
弁
償
の
理
想

だ
が
、
バ
ス
の
領
収
証
や
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
、
交
通
費
に
適
用
す
る
の
は

現
実
的
に
は
難
し
く
、
事
務
も
煩
雑

に
な
る
。
そ
こ
で
、
市
の
非
常
勤
職

員
の
通
勤
手
当
に
準
ず
る
こ
と
が
最

も
適
切
だ
と
判
断
し
た
。

Ａ Ｑ

　

議
員
や
審
議
会
な
ど
附
属
機

関
の
委
員
な
ど
の
非
常
勤
職
員

に
対
し
、
職
務
の
執
行
な
ど
に

要
す
る
経
費
を
償
う
た
め
に
支

給
さ
れ
る
金
銭
（
地
方
自
治
法

２
０
３
条
第
２
項
）
で
、
金
額

や
支
給
方
法
は
各
自
治
体
の
条

例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
２
０
３

条
第
４
項
、
２
０
３
条
の
２
第

４
項
）。

　

丸
亀
市
議
会
で
は
、
議
員
が

本
会
議
や
常
任
委
員
会
に
出
席

し
た
場
合
、
日
額
３
０
０
０
円

を
支
給
し
て
い
ま
す
（
丸
亀
市

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
第
５

条
第
２
項
）。

※
費
用
弁
償
と
は

城西ポンプ場



委
員
会
審
査

　

本
会
議
で
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
と
請
願

は
、
17
日
に
生
活
環
境
と
都
市
経
済
、
20
日
に
総
務
委
員

会
が
開
か
れ
、
市
長
や
副
市
長
、
担
当
部
課
長
な
ど
が
出

席
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
　
原
案
承
認

生
活
環
境
委
員
会

主
な
質
疑

総
務
委
員
会

委
員
会
審
査

主
な
質
疑

都
市
経
済
委
員
会

な
ど

議
員
提
出
議
案
を
否
決

討
論

2016.8 ❹ No.62

　

議
案
第
56
号
「
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

に
対
す
る
質
疑
や
討
論
は
な
く
、
承
認

し
ま
し
た
。

○
条
例
案
の
別
表
第
２
の
金
額
が
、

交
通
費
と
い
う
考
え
か

○
費
用
弁
償
の
中
身
や
内
訳
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か

○
随
意
契
約
以
外
の
契
約
方
法
は
取

れ
な
か
っ
た
の
か

○
契
約
金
額
３
億
８
７
６
６
万
円
の

算
定
根
拠
は

　

議
案
第
57
号
「
城
西
ポ
ン
プ
場
長
寿

命
化
工
事
の
委
託
契
約
締
結
」
に
つ
い

て
質
疑
の
後
、
討
論
は
な
く
、
議
案
を

承
認
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
55
号「
一
般
会
計
補
正
予
算
」

に
対
す
る
質
疑
や
討
論
は
な
く
、
承
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
に
は
、
継
続

審
査
、
賛
成
、
反
対
と
の
討
論
が
あ

り
、
挙
手
採
決
の
結
果
、
否
決
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
請
願
第
２
号
に
は
、
採
択
と

不
採
択
の
討
論
が
あ
り
、
挙
手
採
決
の

結
果
、
請
願
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
討
論

議
員
提
出
議
案
第
２
号　

丸
亀
市
議

会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

《
賛
成
討
論
》　
　
加
藤　

正
員

《
賛
成
討
論
》　
　
内
田　

俊
英

請
願
に
対
す
る
討
論　

請
願
第
２
号　

給
付
型
奨
学
金
制
度

の
導
入
・
拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
請
願
書

《
採
択
を
求
め
る
討
論
》

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　

正
員

議
案
に

賛
成
×
反
対
の

意
見
を
表
明
し
ま
す
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
・
拡
充

と
教
育
費
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願
書

　
　

香
川
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

進
藤　

龍
男

●
請
願
の
要
旨

　

今
や
大
学
生
の
２
人
に
１
人
が
何

ら
か
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る

が
、
諸
外
国
で
は
高
等
教
育
の
無
償

化
や
給
付
型
奨
学
金
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
未
来
を
担
う
若
者
を
社
会

全
体
で
支
え
、
持
続
可
能
な
社
会
に

す
る
た
め
に
奨
学
金
制
度
の
改
善
と

教
育
費
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
意
見

書
を
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
た
い
。

●
委
員
会
で
の
審
査
結
果

　

賛
同
意
見
の
ほ
か
に
、
財
源
問
題

や
教
育
の
在
り
方
な
ど
、
慎
重
な
議

論
が
必
要
と
の
意
見
が
出
た
た
め
、

採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
し
た
。

●
本
会
議
で
の
審
査
結
果

　

採
択
を
求
め
る
討
論
が
あ
り
、
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
請
願

を
不
採
択
と
し
た
。

　
採
択
を
求
め
る
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

正
員

不
採
択 請

願
審
査
結
果

請
願
審
査
結
果
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